


要約：昭和 61 年 NICU へ入院し生存退院した 1500g 未満の極小未熟児 41 名を対象に、6

才時の精神、神経運動発達について検討した。検査施行例は 36 例(87.8%)であった。WISC-R

でみると 85 以上:29 例(80.6%)，71～84：5 例(13.9%)，70 以下:2 例(5.6%)であった。神

経学的検索では、脳性麻痺・てんかんはみられなかったが、微細運動障害 8 例(22.2%)，

視覚・視空間認知障害 6 例(16.7%)，等がみられた。WISC-R で、FIQ が８５以上でも VIQ

と PIQ との解離が 15以上あった例が 11 例あり、将来の学習障害との関連性を考慮すると、

今後も長期に亘る綿密な経過観察が必要である。更には就学後の学習や学校生活上の行動

に関しても、問題点の早期発見とともに、適切な治療的援助が系統的にできる体制の確立

が望まれる。


